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■IT関連サービス業が力強く回復 

インドでは景気が拡大している。4～6 月期の実質

GDP は 1～3 月期（前年同期比＋7.8％）から若干減速

しながらも、高成長を維持した模様である。企業の景況

感も改善しており、6 月の PMI（購買担当者景気指数）

は製造業で 58.3、非製造業で 60.5 と高水準を維持して

いる。需要項目別にみると、輸出が好調であり、6 月に

財は前年同月比＋2.6％、サービスは同＋8.9％と、とも

に増加基調を維持している（右上図）。増勢が強い分野

は IT・BPO（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）であ

り、全体を牽引している。財輸出では、スマートフォン等

の電子機器や石油関連製品が増加しているが、サー

ビス輸出に比べると増勢はやや弱い。 

内需も底堅く推移している。良好な雇用環境に支え

られて、個人消費が堅調である。1～3月期の都市部失

業率は 6.7％と、コロナ禍前（2019 年 12 月：7.9％）より

も低い水準で推移している（右下図）。 

今後も、IT 関連のグローバルな需要が拡大するな

か、インドでは外需に牽引される形で高成長が維持さ

れる見込みである。また、インド準備銀行（中央銀行）

による利下げも景気回復に寄与するとみられる。6月の

消費者物価指数は前年同期比＋5.1％と前月（同＋

4.8％）から伸びを高めており、インド準備銀行のダス総

裁はインフレ率が十分に下がっていないことから「利下

げについて話すのは早すぎる」と述べている。しかし、米国 FRB が年後半に利下げする可能性が高まってお

り、通貨ルピーの下落圧力は後退する可能性が高い。さらに、6 月の金融政策会合では 6 人のメンバーのう

ち 2人が利下げを主張している。これらを踏まえ、インド準備銀行は年内に 0.25％の利下げを実施すると予想

する。 

 

■台湾との経済連携が生産移転の追い風に 

インドでは製造業の生産能力を強化する動きが進んでいる。とくに、スマートフォンの生産量が急速に増え

ており、2023 年度には世界で出荷される iPhone の 14％がインドで組み立てられた。その多くは在インドの台

湾企業により行われおり、中国からの生産移転を進める台湾企業の投資がインド経済にプラスの影響を及ぼ

している。インド政府は台湾との経済連携を強化しており、2024 年 2 月には台湾企業とインド企業が提携し、

西部グジャラート州で半導体工場を建設する計画を承認した。さらに、4 月には台湾がインド内で商工会議所

を発足させている。中国との間で政治問題がくすぶるインドと台湾は、ともに対中リスクの軽減に注力しており、

中国からの生産移転は両者の利害が一致する取組である。今後も台湾企業はインドでの生産を増強すると

考えられる。 
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